
【資料 4-2】秋田支部の医療費等データ分析について（サマリー） 

 
1.医療費について 

・【P3】加入者数は減少。総医療費、1人当たり医療費ともに増加。 

・【P5】令和 7年度秋田支部 1人当たり医療費（年齢調整前）は 242,649円（全国でワースト 1位に高い。令和 6年度は全国 2位）。  

・【P8】被保険者と比較して被扶養者の 1人当たり医療費が高い。 

・【P9、P10】疾病分類別では「新生物」や「神経系の疾患」にかかる医療費が高い。「内分泌、栄養及び代謝疾患」の医療費が増加傾向。 

・【P10】新生物、内分泌、栄養及び代謝疾患系の疾患が増加。 

 

2.健康リスク因子保有率について 

・【P19～P20】生活習慣病リスク保有率が高い（メタボリック、血圧、脂質は全国でも例年上位）。 

・【P21】男性・女性ともに飲酒習慣要改善者の割合が高い（男性：ワースト 2位 女性：ワースト 3位）。 

・【P21】女性の運動習慣要改善者の割合は 76.6％（約 8割）。 

・【P22～P23】業態別では、血圧・メタボリックともに総合工事業、社会保険・社会福祉・介護事業の率が高い。 

・【P24】地域別では、県北地域が高い傾向にあることが分かる。 

 

3.健診・保健指導について 

・【P26～P27】令和 7年度秋田支部の健診受診率は 66.4％（被保険者：73.6％、被扶養者：30.1％）。 

・【P28】健診受診者のうち、がん検診を含む生活習慣病予防健診の受診率は 54.6％ 

（被保険者の受診者の 19％は、がん検診を含まない事業者健診の受診にとどまる）。 

・【P30】被保険者・被扶養者ともに集合健診での受診者数が増加 

・生活習慣病予防健診の予約について「大きな病院はすぐ予約が埋まってしまう」「予約が埋まるのが早すぎる」といった意見が多数。 


